
第３学年 保健体育科 年間学習計画と評価 

１ 学年の目標等について 

目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的な解決に向けた学習活動を通

して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツラ

イフを実現するための資質・能力を次のとおり育成する。 

【体育分野】 

(1)運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、運動を豊かに実践できるよ

うにするため、運動、体力の必要性について理解するとともに、基本的な技能を身に付け

るようにする。 

(2)運動についての自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断するととも

に、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

(3)運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任

を果たす、参画する、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、

健康・安全を確保して、生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。 

【保健分野】 

(1)個人生活における健康・安全について理解するとともに、基本的な技能を身に付けるよう

にする。 

(2)健康についての自他の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断するとともに、他

者に伝える力を養う。 

(3)生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく豊かな生活を営む態度を養う。 
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副教材等  

２ 評価の観点及び方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・選択した運動の技の名称や行い方、体力の

高め方、運動観察の方法、スポーツを行う際

の健康・安全の確保の仕方についての具体的

な方法及び文化としてのスポーツの意義につ

いての考え方を理解している。 

・健康な生活と疾病の予防、心身の機能の発

達と心の健康、傷害の防止、健康と環境につ

いて個人生活を中心として科学的に理解して

いる。 

・選択した領域の運動の特性に応じた基本的

な技能や保健に関する基本的な技能を身に付

けている。 

・生涯にわたって運動を豊かに実

践するための自己や仲間の課題

を発見し、合理的な解決に向け

て、課題に応じた運動の取り組み

方や目的に応じた運動の組み合

わせ方を工夫しているとともに、

自己や仲間の考えたことを他者

に伝えている。 

・個人生活における健康に関する

課題を発見し、その解決を目指し

て科学的に思考し判断している

とともに、それらを他者に伝えて

いる。 

・運動の楽しさや喜びを味わ

うことができるよう、公正、

協力、責任、参画、共生など

に対する意欲をもち、健康・

安全を確保して、学習に自主

的に取り組もうとしている。 

・自他の健康の保持増進や回

復についての学習に自主的

に取り組もうとしている。 

・授業の様子や発言内容 

・学習カードや授業ノートの記述 

・定期テスト等   ・実技テスト 

・授業の様子や発言内容 

・学習カードや授業ノートの記述 

・授業の様子や発言内容 

・学習カードや授業ノートの

記述 

３ 学習についてのアドバイス 

 

学

校 

・学習課題等を捉え、自分なりの課題をもち、その解決に向け工夫して取り組みましょう。 

・先生の指示や友達の発言をしっかりと聞き、自分に取り入れましょう。 

・どの学習活動も粘り強く取り組みましょう。 

・学習カードなどは、この時間学んだことや次の時間の課題などを整理するようにしましょう。 

・ルールやマナーを守り、怪我や事故に気をつけ、安心・安全な活動につなげましょう。 

家

庭 

・授業に入る前には、教科書等の内容を読むようにしましょう。 

・授業で学んだ健康や安全など保健に関わる知識や技能は、家庭でも活用するように心がけましょう。 



４ 主な単元・教材及び目標  ※目標については、主なものを明記しています。 

月 主な単元・教材等 目標（学習を通して身に付ける力） 

１

学

期 

体つくり運動 ・心と体の関係や変化、心身の状態に気付き、仲間と自主的に関わり合う。 

・自分や仲間の課題を発見し、解決に向けて工夫するとともに、自分や仲間が考えたこ

とを伝える。 

・自主的に取り組み、助け合い教え合おうとする。 

球技 

・ゴール型 

バスケットボール 

・安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴール前への侵入などから

攻防する。 

・攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を

工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える。 

・球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、作戦

などについての話合いに貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを

大切にしようとすること、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を

確保する。 

陸上競技 

・走り高跳び 

・【走り高跳び】リズミカルな助走から力強く踏み切り滑らかな空間動作で跳ぶ。 

・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工

夫するとともに、自己の考えたことを他者に伝える。 

・自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にす

ること、自己の責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切

にしようとすることなどや、健康・安全を確保する。 

水泳 ・学んできた泳法で、安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりする。 

・自分や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと

もに、自己の考えたことを他者に伝える。 

・自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを守ろうと

すること、自分の責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大

切にしようとすることなどや、水泳の事故防止に関する心得を遵守するなど健康・安全

を確保する。 

健康と環境 ・健康と環境について、理解する。 

・課題を発見し、疾病等のリスクを軽減したり、生活の質を高めたりすることなどと関

連付けて解決方法を考え、適切な方法を選択し、それらを伝え合う。 

・課題の解決に向けた学習に自主的に取り組む。 

体育理論 ・文化としてのスポーツの意義について理解する。 

・自分の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える。 

・学習に自主的に取り組むことができるようにする。 

２

学

期 

器械運動 

・マット運動 

・回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと，条件を変えた技や発展技

を行うこと及びそれらを構成し演技することができる。 

・技などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けての取り組み方を工夫する

とともに、自己の考えたことを他者に伝える。 

・自主的に取り組むとともに、よい演技を讃えようとすること、互いに助け合い教え合

おうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなど

や、健康・安全を確保する。 



球技 

・ゴール型 

サッカー 

・安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴール前への侵入などから

攻防する。 

・攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を

工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える。 

・球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、作戦

などについての話合いに貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを

大切にしようとすること、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を

確保する。 

球技（ネット型） 

・バレーボール 

・役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空いた場所を

めぐる攻防をすることができる。 

・攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を

工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える。 

・球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、作戦

などについての話合いに貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを

大切にしようとすること、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を

確保する。 

陸上競技 

・長距離走 

・自己に適したペースを維持して走る。 

・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工

夫するとともに、自己の考えたことを他者に伝える。 

・自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にす

ること、自己の責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切

にしようとすることなどや、健康・安全を確保する。 

球技（ネット型） 

・バドミントン 

・役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空いた場所を

めぐる攻防をすることができる。 

・攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を

工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える。 

・球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、作戦

などについての話合いに貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを

大切にしようとすること、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を

確保する。 

感染症の予防 

健康を守る社会の取組 

・感染症の予防、健康を守る社会の取り組みについて、理解する。 

・習得した知識を自他の生活に適用したり、応用したりして、疾病等にかかるリスクを

軽減し健康を保持増進する方法を選択する。 

・課題の解決に向けた学習に自主的に取り組むことができるようにする。 

３

学

期 

体つくり運動 ・心と体の関係や変化、心身の状態に気付き、仲間と自主的に関わり合う。 

・健康の保持増進や調和のとれた体力の向上を図るための計画を立て取り組む。 

・友達の動きを認め、話し合いに参加し、健康・安全を確保する。 

※各運動領域において、その運動ならではの楽しさや喜びを味わい、特性や成り立ち、技術の名称や

行い方、その運動に関連して高まる体力などを理解することも身に付ける力として含む。 


